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は　じ　め　に
　タイ王国（Kingdom of Thailand）の東北部に位置するナコンラチャシマ（Nakhon Ratchasima）
は，タイ王国の国民にとっての英雄であるタオスラナリ（Thao Suranarai），ラオス人民共和国
























The Hero and Heroine of Nakhon Ratchasima: Thao Suranarai and Anuvong
Akihiro YAMASHITA
Ⅰ．　東北タイとナコンラチャシマ
１．　東 北 タ イ
　最初に，２人の英雄が活躍したナコンラチャシマのある東北タイについて述べる。
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出典：The Lao Kingdom of Lan Xang: Risa and Decline p. １２４より著者作成
図２　１８２７～１８２８年のラオ・タイ戦争
　そして，アヌウォン王は，ラオ人のために，支配者であったタイ人と戦った英雄として教科書
に登場する。ラオスが，東北タイもラオ人の国民国家の一部であったことを国民に対して訴える
という意味で，アヌウォン王は，崇拝されるべき英雄であるとされている。
２．　タイの英雄としてのタオスラナリ
　次に，なぜタオスラナリがタイの英雄とされるかについて述べる。
　アヌウォン王がナコンラチャシマの市内の城砦を占領した際，捕えられたモー達が，ヴィエン
チャンへ連行される途中で，ラオの将兵を酔い潰して襲撃し，ピマーイ遺跡に築いた砦で，タイ
の軍が到着するまでの間，ラオ軍に抗戦し続けたことが，アヌウォン王敗走のきっかけとなった。
　ナコンラチャシマの城砦があった，旧市街西側正門であるチュンポン門の前に，１９３４年，タオ
スラナリの銅像が建立された。タオスラナリは住民の尊敬の対象であり，この像の近くを通行す
る人々は，小学生から大人まで，みな像に手を合せる。また，毎年３月２３日から４月１０日にかけ
て，彼女の偉業を称えるために，タオスラナリ祭りが盛大に催される。
　また，現在のタイの小学生向けの生活の教科書には，タイが現在のカンボジアやラオスまで統
治していたこと，そして，モーが，ラオ人の王のバンコク攻略をナコンラチャシマで阻止し，ラ
マ３世からタオスラナリの称号を贈られたという話が記述されている。
　タイは，タイ国民による国民国家を標榜しており，その出発点は，タイ，ラオス，カンボジア
まで統治していた時代の国家の領域を指していた１６）。
　タオスラナリは，タイにとって，東北タイがタイ人の国民国家の一部であることを国民に対し
て訴えるという意味で，崇拝されるべき英雄であるとされている。
Ⅳ．　ナコンラチャシマ住民から見た２人の英雄
　ここでは，ナコンラチャシマの住民の視点から，２人の英雄を考察する。
　ナコンラチャシマの住民の大多数は，コラート語を母語とするコラート人を自称するが，民族
的にはラオ人である。支配者であるタイ人は，タイクラン語を話す。しかし，解放者であるラオ
人は，自分たちと同じラオ語を話す。タイクラン語は理解できないが，ラオ語は理解できる。解
放者は，顔だちも食文化も習慣も同じラオ人である。
　タイ人の国家であるタイ王国側から見れば，アヌウォン王の行動は，属国による反乱であり，
鎮圧すべき行動であった。一方，ラオ人の国家であるヴィエンチャン王国側から見れば，アヌウォ
ン王の行動は，東北タイをタイ人の支配から解放し，ラオ人の手に取り戻すという正義を実現す
る行動であった。
　現在は，タオスラナリを崇拝するナコンラチャシマの住民であるが，約２００年前のナコンラチャ
シマの住民の目には，アヌウォン王とタオスラナリの相反する行動は，どのように映り，彼らは
どのように行動したのであろうか。
　客観的に比較すると，タイとヴィエンチャンの人口の違い，そして，それに伴う兵力の違いは
決定的であり，また，西欧の武器を購入して近代化したタイの軍の装備と，貧弱で旧式のラオの
軍の武装とでは雲泥の違いがある以上，まともに戦っては，アヌウォン王の勝機はほとんど存在
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１６）　前掲書　１４）p. １７参照。
しなかった。しかし，当時，ナコンラチャシマの住民はそのことを十分知らなかった。また，ラ
マ３世が，コラート高原に住むラオ人の大半に対し入れ墨を強制したり，多くのラオ人を，タイ
の首都バンコクの建設のために徴用したりしたために，ラオ人の間にタイに対する不満と憤りが
募っていた。これらのことから，ラオ人の解放者であるアヌウォンの行動に共鳴するものも多かっ
たと考えられる。
　また，当時のタオスラナリの活躍を否定する論文も，タイ人の手によって書かれたことがある。
　教員のサイピン・ケーンガムプラサート（Saipin Kaewngamprasert）は，１９９５年に，「タオスラ
ナリ」という題名の修士論文を書いた。その内容は，ラマ３世の時代にタオスラナリが存在した
ことを示す証拠はないというものであり，タオスラナリへの信仰と崇拝が，東北タイの人々のタ
イ政府への忠誠心を増すために，タイ政府によって作られたものであるというものであった。タ
オスラナリは，ラマ３世の時代にナコンラチャシマで起こったラオ人の反乱の鎮圧に貢献した女
傑とされ，１９３３年にタイ政府の手によって銅像が建立されたが，これは，王党派のボウォラデー
ト（Boworadet）がナコンラチャシマで反乱を起こし，ナコンラチャシマに「反乱」都市という
悪名が加わった直後のことであったという。
　そして，彼女の論文では，ラマ３世の時代にタオスラナリが存在したことを示す証拠はなく，
１９６０年頃までタイ政府は東北タイの人々の忠誠心に疑念を抱いていたが，タオスラナリへの信仰
と崇拝は，東北タイの人々のタイ政府への忠誠心を増すためにタイ政府によって作られたもので
あるというものであった。
　この論文は，東北タイの人々を侮辱していると受け取られた。そして，デモや彼女の論文に対
する焚書が行われ，彼女は，タオスラナリの銅像に向かって謝罪をさせられた。また，彼女は修
士を剥奪され，彼女の執筆した本は回収され，彼女は公の場から姿を隠した。そして，ナコンラ
チャシマの学校から，他県の学校へと異動になるという騒動になった。
　このことは，タオスラナリへの崇拝と信仰が，ナコンラチャシマの住民にとってすでに疑う余
地のない絶対的なものになっており，タオスラナリの存在に疑問を抱くということが許されない
ほどになっていることを示している。
　また，２００１年に，タイでは，「スリヨタイ（Suriyothai）」という映画が公開され，タイにおける
過去最高の興行成績を上げた。これは，ビルマの侵攻を，タイ・アユタヤ王朝のチャクラパット
（Chakkraphat）王が迎え撃つという物語である。その中で，戦象に乗った王妃スリヨタイは，夫
を救うために槍を振り回して戦うが，敵の手にかかって命を落としてしまう。この映画を通じて，
彼女の勇姿は，「タイ王国と夫のために命を捧げた英雄」として，タイ国民の心にしっかりと刻
み込まれた。
　このスリヨタイと同様に，国家的なヒロインとして，タオスラナリの映画化も計画された。し
かし，こちらは，ラオス政府の反対により，ついに実現することはなかった。スリヨタイもタオ
スラナリも，どちらもタイを救ったヒロインであるが，タオスラナリは，ラオスから見ると，ア
ヌウォン王の正義の行動を妨害した人物である。タオスラナリの物語がタイ人の手によって映画
化されれば，タオスラナリは英雄として描かれ，アヌウォン王は反乱を起こし最後は敗れ去る悪
役として描かれる可能性が高い。それは，アヌウォン王を英雄として教育しているラオスにとっ
ては受け入れがたいことであった。
　ナコンラチャシマを巡る２人の英雄については，タイとラオスとの間で，未だ慎重に扱わざる
を得ない問題であることを指摘したい。
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Ⅴ．　ナコンラチャシマ住民の抱くアイデンティティ
　タイは，卓越した外交能力に依り，アジアの中で，西洋列強の植民地にならず独立を維持した
数少ない国のひとつである。
　しかし，タイは，王国が直接的，あるいは間接的に支配していた地域のうち，約半分を割譲す
るという大きな犠牲を払い，ようやく現有の領地を維持することができた。
　しかも，タイは，無条件に領地を割譲したわけではない。西洋列強の要求に対し，武力で解決
するだけの実力がないことを熟知しており，前述のように，話し合いによる解決を重視していた。
フランスは，タイに対し，１９世紀後半に領土割譲の要求を行う際に，「ラオ人の住むラオスはフ
ランスのものである」と主張していた。フランスから，同じ論理を使って，ラオ人が住んでいる
東北タイも割譲するよう要求されないようにするためには，東北タイに，タイ政府の影響を十分
に及ぼす必要があった。
　そこで，１８８０年代，タイ政府は，東北タイに総督を派遣し，東北タイの住民に対する直接統治
を強化し始めた。そして，東北タイのラオ人にタイ国民としてのアイデンティティを浸透させ，
同化することによって，東北タイをタイ王国の実質的支配下に置こうとした。その基礎となった
のが，ラマ５世の治世下に起源をもつ，民族，宗教，国王への三位一体的忠誠というイデオロギー
である。その内容は，民族には仏教徒でありタイ語（Thai）を話すタイ（Thai）民族を，宗教に
はタイ人の伝統宗教である上座部仏教を，国王にはタイ人の仏教コミュニティを守る王を位置付
け，それらに対して，タイ国民は絶対的忠誠を誓うというものである１７）。このイデオロギーは，後
にタイの原理という意味の「ラック・タイ（Lak Thai）」とも呼ばれるようになり，タイ国民への
教化が図られた。その結果，東北タイのラオ人も，タイ人と同じタイ民族と考えられるようになっ
た。
　そして，１９３９年，ピブンが「ラッタニヨム（国家信条）」運動を展開した後は，タイ国民とし
てのアイデンティティをさらに強化する動きが強まった。
　これと並行して，ラオ人としての民族的アイデンティティに代わり，東北タイ・イサン地方の
イサン人という地域的アイデンティティを植え付ける試みが行われた。イサンという言葉には，
東北という意味はあっても，ラオという意味は含まれていない。１９世紀，東北タイに行政区が設
置される前は，東北タイに，ファムアング・ラオ・プアンやファムアング・ラオ・ガオという地
域名が存在した。これらは，そこが異民族ラオ人の地方であったことを意味する。そして，タイ
政府は，ラオという言葉を行政上排除するため，これらの地域名を，モントン・ウドンやモント
ン・イサーンに改称した。これは，東北タイが，はっきりと「バンコクから見た東北」に位置づ
けられ，民族的差異を少なくとも行政的には意識的に排除しようとしたことを意味する１８）。
　その結果，東北タイのラオ人は，タイ国民（国民），イサン人（地域），ラオ人（民族）と重層
化したアイデンティティを保持することになった。また，民族的アイデンティティを地域的アイ
デンティティに変容させることも行われた。
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１７）　小野澤正喜（１９９６），「東北タイのラオス・ベトナム系カトリック教徒におけるエスニシティ：『出仏国
記』と七人の殉教者崇拝に見られるアイデンティティの活性化過程」，綾部恒雄（編），『国家の中の民
族：東南アジアのエスニシティ』，東京：明石書店，p. ９１参照。
１８）　福井捷朗（１９８８），『ドンデン村：東北タイの農業生態』，東京：創文社，p. ５３参照。
結　　　　　論
　本論文では，タイ王国の国民にとっての英雄であるタオスラナリ，ラオス人民共和国の国民に
とっての英雄であるアヌウォン王が，ナコンラチャシマで実際にどのように活動したかを詳述し
た。そして，タオスラナリがタイ王国において崇拝される理由は，東北タイがタイ人の国民国家
の一部であることを国民に対して訴えるためであり，アヌウォン王がラオス人民共和国において
崇拝される理由は，東北タイもラオ人の国民国家の一部であったことを国民に対して訴えるため
であると考えた。
　ナコンラチャシマの住民は，民族的にはラオ人である。彼らにとって，２００年前であれば，２
人の英雄のうち，支配者であるタイ人から，自分たちラオ人を解放するためにやってきたアヌウォ
ン王の方に肩入れする人数が多かったかもしれない。
　しかし，現在であれば，ナコンラチャシマの住民のほぼ全員が，２人の英雄のうち，ラオ人の
軍に抵抗したタイの英雄に肩入れするであろう。
　それは，タイという国家が，フランスなどの西欧列強からの外圧を受け，国民国家を構築する
ために行った東北タイに対する施策，すなわち，ラオ人という民族のアイデンティティを希薄化
させ，タイ国民としてのアイデンティティを強化するという施策が，ナコンラチャシマの住民を
変化させたことを意味している。
　また，タオスラナリは作られた英雄であったという論文が，東北タイの人々を侮辱していると
受け取られるほど，タオスラナリへの崇拝と信仰は絶対的なものになっている。
　筆者は，国民国家の構築を目指したタイは，少なくとも東北タイにおいては，タイ国民として
のアイデンティティ，地域に対するアイデンティティ，民族へのアイデンティティを，矛盾なく
重層化することに成功したと考える。また，民族へのアイデンティティを希薄化し，地域に対す
るアイデンティティへと変容させることができた理由の一つが，タオスラナリへの崇拝と信仰の
強固さであると考える。
　もちろん，タイは，南部タイのムスリムを国民として統合する過程で，宗教的アイデンティティ
の扱いに苦労してきた。また，現在は，国民が，政治的にタクシン派と反タクシン派に２極分化
した１９）ため，政治的アイデンティティの統合ができず，社会不安を招いている。
　これらの問題を解決する糸口は，東北タイで成功した，いくつかのアイデンティティを変容さ
せ，複数のアイデンティティを矛盾なく重層化する施策にあると考える。アイデンティティの重
層化について，今後も研究を続けたい。
〔２０１１．９．２９　受理〕
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１９）　山下明博（２０１０），「世界遺産をめぐる国境紛争の原因」，『広島平和科学』，第３２号，pp. ５７–８１参照。
